
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

推
進
委
員
会
長
　
新
保 

俊
尚

　

皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

松
原
地
区
で
は
、
火
災
や
災
害

に
備
え
、
次
の
も
の
を
全
戸
配
布

し
て
い
ま
す
。

◉
ま
つ
ば
ら
安
全
安
心
マ
ッ
プ　

松
原
地
区
の
消
火
栓
・
消
火
ホ
ー

ス
・
防
災
倉
庫
・
一
時
集
合
場
所
・

指
定
避
難
所
を
表
示
し
た
マ
ッ
プ

（
’14
年
度
版
）
写
真
①

◉
地
震
が
起
き
た
ら
…

地
震
が
起
き
た
時
の
行
動
を
ま
と

め
た
も
の
（
’18
年
度
版
）
写
真
②

Ａ�

：
家
で
、
す
ぐ
に　

ま
ず
、

身
を
守
る

Ｂ�

：
班
で
、
30
分
以
内

に
役
割
を
決
め
て
助
け

る
Ｃ�

：
班
の
み
ん
な
で  

安

全
な
場
所
に
逃
げ
る

　

ど
ち
ら
も
内
容
が
古
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
改

訂
版
を
今
年
度
ま
た
は
、

来
年
度
全
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
。

地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み

　

役
員
の
交
代
に
よ
り
積

み
上
げ
た
地
域
防
災
力
が
振
り
出

し
に
戻
る
と

い
う
弊
害
を

克
服
す
る
た

め
、
昨
年
か

ら
防
災
研
究

会
を
立
ち
上

げ
、
本
年
は

そ
の
延
長
と

し
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
含

む
地
区
防
災

三
役
会
を
毎

月
開
催
し
、

地
域
防
災
力

向
上
の
た
め

の
各
種
検
討

を
行
っ
て
い

ま
す
。

災
害
発
生
時
の
対
応

災
害
発
生
時
の
対
応

松
原
地
区
の
取
り
組
み

松
原
地
区
の
取
り
組
み

 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

 

紹
介
と
今
後
の
取
り
組
み

　

災
害
時
及
び
避
難
行
動
を
す
る

と
き
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に

つ
い
て
名
簿
化
し
、
町
会
長
・
防

災
部
長
・
民
生
委
員
・
担
当
班
長

に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方
（
要
支
援
者
）

と
支
援
者
は
、
日
頃
よ
り
連
携
を

と
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難

の
方
法
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
し

て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、地
震
発
生
等
に
よ
り
、

市
か
ら
安
否
確
認
要
請
が
出
さ
れ

た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
安

否
確
認
は
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
３

日
以
内
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
に
は
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
の
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
日
時
未
定

で
す
が
、
本
年
度
内
に
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
に
基
づ
く

安
否
確
認
訓
練
を
行
う
予
定
で

す
。

　

災
害
弱
者
で
あ
る
要
支
援
者

も
含
め
た
避
難
所
運
営
の
方
法

の
検
討
や
要
支
援
者
に
対
す
る

個
別
避
難
計
画
の
作
成
な
ど
は
、

今
後
の
課
題
に
な
り
ま
す
が
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会

（
地
域
共
生
社
会
）」
を
目
指
し
、

松
原
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲写真①　まつばら安全安心マップ

▲写真②　地震が起きたら…
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世帯数　1,228 戸
人　口　2,957 人

高齢化率（65歳以上） 29.3％
（令和4年6月1日現在）



６／26　町会交流スポーツ大会

　３年ぶりに開催することができました。卓
球、ソフトバレー、バドミントン、マレット
ゴルフの４種目に分かれ、楽しみながら汗を
流しました。

　

私
は
松
原
に
住
ん
で
44
年
目
に

な
り
ま
す
。
今
思
い
出
せ
ば
、
住

み
始
め
た
当
時
は
松
林
と
ア
カ
シ

ア
の
木
が
生
い
茂
り
、
家
は
ポ
ツ

ン
と
何
軒
か
あ
る
だ
け
で
学
校
に

通
う
に
も
砂
利
道
が
少
し
だ
け
あ

る
程
度
で
し
た
。
自
然
の
中
で
遊

び
、
色
々
な
体
験
を
し
て
育
ち
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
約
40
年
、
開
拓

が
進
み
、
今
で
は
た
く
さ
ん
の
家

が
あ
り
素
晴
ら
し
い
町
と
な
り
ま

し
た
。
私
の
家
族
も
４
世
代
に
わ

た
り
松
原
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

た
ま
に
会
う
孫
の
笑
顔
を
見
る
た

び
に
幸
せ
を
感
じ
る
日
々
で
す
▼

そ
ん
な
松
原
で
す
が
、
今
後
30
～

50
年
の
間
に
大
地
震
が
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
家
族
・
財
産
そ
し

て
自
分
自
身
の
命
を
守
り
、
受
け

る
被
害
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
よ

う
、
も
う
一
度
正
し
い
認
識
と
防

災
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
こ
の
頃

で
す
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
で
今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た

日
常
の
暮
ら
し
が
で
き
な
く
な
り
、

人
々
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
候
の
変
化
で
、
自
然
災

害
の
発
生
頻
度
も
増
加
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。
私
達
に
出
来
る
事

は
、
一
人
一
人
の
小
さ
な
行
動
だ

け
で
も
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
次
世
代
に
明
る
い
未

来
が
あ
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

�

（
編
集
委
員
）

まつばら できごとの

　最も厳しい検問を行った４大関
所のひとつである福島関について
学習しました。

６／６　人権・歴史研修　
　　　  福島関所跡訪問

　４つある諏訪大社を巡り、
歴史や、諏訪地域に伝わる古
い伝承、諏訪大社の秘密など
を学びました。

６／13　歴史研修　
　　　　諏訪大社訪問

５／21・６／18 �“知ってて安心”
　認知症ウイークエンド講座

　認知症の仕組みや身近な方
への接し方などをわかりやすく
教えてもらいました。
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